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【はじめに】テラヘルツ量子カスケードレーザ

ー(THz-QCL)は、動作温度が 200 K 以下という

制限があり、実用上の支障となっている。我々

は、室温動作のモノリシックテラヘルツ波光源、

テラヘルツ波差周波発生量子カスケードレー

ザー(THz DFG-QCL)によって、室温動作でピー

クパワー約 300 W、1.6 THz から 3.8 THz の広

帯域な発生を実現した[1]。今回、この室温動

作 THz DFG-QCL によるイメージングを初め

て実施した。 

【実験結果】Fig.1 に THz DFG-QCL を-30℃で

動作させたときのファーフィールドビームパ

ターンを示す。-30 ℃はペルチェ素子で制御が

可能な温度であり、サイズ、扱いやすさは室温

動作とほぼ同等である。Fig. 1 に示すように、

THz DFG-QCL からの放射は、ガウシアン形状

の非常に良好なプロファイルであることがわ

かった。従来の THz-QCL を光源としたイメー

ジングでは、干渉縞が現れるなどの問題がある

が、広帯域スペクトルを有する THz DFG-QCL

の場合は、干渉縞もなく、良好な像を得ること

ができる。実際に、THz DFG-QCL を光源とし

て用いた透過イメージングシステムで、封筒の

内部を非破壊かつ高品質な像で観察すること

ができた。 

さらに、Fig. 2 に示すように室温動作(15 ℃)

においても THz DFG-QCL を光源としてテラ

ヘルツ像を取得することができた。 

In
te

ns
ity

 (a
. u

.)
10 20 30 40 50 60

10 20 30 40 50 60

10

20

30

40

50

60

10

20

30

40

50

60
0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

x (mm)

y 
(m

m
)

0.00
0.02
0.04

y (m
m

)

0.00
0.02
0.04

x (mm)In
te

ns
ity

 (a
. u

.)

Intensity (a. u.)

 

Fig. 1 Far-field profile of THz DFG-QCL at 

-30 ℃ 
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Fig. 2 Terahertz image of stainless steel plate 

obtained with room temperature THz DFG-QCL 
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